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2027 年 3 月期 中間業績予想と実績の差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
2026 年 5 月 12 日に公表しました 2027 年 3 月期 中間業績予想と本日公表の実績に差異が生じまし

たこと、及び当該実績値等を踏まえ 2027 年 3 月期 通期業績予想を修正しましたので、お知らせいた

します。 
 
１．2027 年 3 月期 中間連結会計期間業績予想と実績の差異（2026 年 4 月 1 日～2026 年 9 月 30 日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 
中間純利益 

１株当たり     

中間純利益 

     百万円    百万円 百万円    百万円 円 銭 
前回公表予想（Ａ） 57,800 △300 △100 0 0.00 
実績値（Ｂ） 57,489 306 689 △1,566 △27.26 
増減額（Ｂ－Ａ） △311 ＋606 ＋789 △1,566 △27.26 
増減率（％） △0.5 ― ― ― ― 

（ご参考） 
前期中間連結会計期間実績 

（2026 年 3 月期第 2 四半期） 
58,731 1,363 1,582 1,494 26.01 

 

２．2027 年 3 月期 中間会計期間個別業績予想と実績の差異（2026 年 4 月 1 日～2026 年 9 月 30 日） 
  売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 １株当たり     

中間純利益 
     百万円    百万円 百万円    百万円 円 銭 

前回公表予想（Ａ） 50,000 500 900 500 8.70 
実績値（Ｂ） 49,604 1,417 1,949 789 13.74 
増減額（Ｂ－Ａ） △396 ＋917 ＋1,049 ＋289 ＋5.04 
増減率（％） △0.8 ＋183.5 ＋116.6 ＋58.0 ＋58.0 
（ご参考） 
前期中間会計期間実績 

（2026 年 3 月期第 2 四半期） 
51,652 2,045 2,439 2,109 36.71 

 

 

 

 



 

 

３．2027 年 3 月期 通期連結業績予想の修正（2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日） 
  

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり     

当期純利益 

     百万円    百万円 百万円    百万円 円 銭 
前回公表予想（Ａ） 121,800 2,000 2,300 1,500 26.11 
今回修正予想（Ｂ） 121,800 △4,900 △4,600 △5,100 △88.74 
増減額（Ｂ－Ａ） ― △6,900 △6,900 △6,600 △114.85 
増減率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 
（2026 年 3 月期） 126,257 3,567 4,031 3,448 60.03 

 

４．2027 年 3 月期 通期個別業績予想の修正（2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日） 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり     

当期純利益 
     百万円    百万円 百万円    百万円 円 銭 

前回公表予想（Ａ） 105,400 2,600 3,300 2,200 38.29 
今回修正予想（Ｂ） 105,400 △4,300 △3,600 △2,900 △50.45 
増減額（Ｂ－Ａ） ― △6,900 △6,900 △5,100 △88.74 
増減率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 
（2026 年 3 月期） 110,934 4,285 5,048 4,183 72.82 

 
５．差異及び修正の理由 
（中間業績予想と実績値との差異） 

2027 年 3 月期 中間連結会計期間において、売上高は、ラスビックやムコダイン等が予想を下回ったこと

等により、前回公表予想を下回りました。営業利益、経常利益は、販売費及び一般管理費の未消化等により、

前回公表予想を上回る結果となりました。親会社株主に帰属する中間純利益については、特別損失に後発  

医薬品事業の承継に係る事業譲渡損を計上したこと等により、前回公表予想を下回る結果となりました。 
 
（通期業績予想の修正） 
通期業績予想における営業利益及び経常利益については、本日別途公表しましたARDS 治療薬候補「EB05」

の Edesa Biotech, Inc.とのライセンス契約締結に伴う契約一時金、及び本日現在において契約締結には  

至っていないものの、相手方との協議進展等に基づき確実性が高いと判断する導入品に係る契約一時金を 

織り込み、修正しました。また、親会社株主に帰属する当期純利益については、上記に加え、当中間連結   

会計期間において特別損失に計上した後発医薬品事業の承継に係る事業譲渡損を反映しました。 
 
 
※本資料に記載されている業績予想等は、現時点で入手可能な情報により判断した予想であり、将来の     
業績に影響を与える不確実な要因やリスクが含まれています。実際の業績等は、今後様々な要因によって

大きく異なる可能性があります。 
以 上 


